
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行：釧路市立阿寒小学校・阿寒中学校 CS協議会 事務局 

とても暑い日でしたが、熱い熟議を行いました。 
7月 23日（水）に、本協議会が目指す【ふるさとの誇りと愛着を持ち、未来に向かう阿寒の子】の実現のた

めに、学校と地域が目標を共有することを目的に本協議会委員の皆様と小中学校教職員で熟議を行いました。 

阿寒の子どもたちの現状を「委員の皆様から」と「教職員から」という 2つの視点で捉え、子どもたちの資質

能力を育成するために阿寒という地域をどのように活用するかをグループに分かれ協議していただきました。 

その中で委員の方々から「どの子のことも自分の子どもだと思っている」や「同じことでもやり続けることが

大切。成長すると見る視点が変わる」、「最近はこの協議会を立ち上げ時の目的を忘れている」等、委員の方々の

子どもたちや阿寒という地域等に対する熱い思いが伝わる大変有意義な熟議となりました。 

これからも阿寒小・中学校コミュニティ・スクール協議会が、地域と学校をしっかりつなぎ、子どもたちの持

つ無限の可能性を伸長していく役割を果たせるよう努めてまいりますので、ご理解とご協力を賜りますようお願

いいたします。 

７月２５日 第２号 

各グループで話し合った内容 

【テーマ１：阿寒の子どもたちの現状と課題】 

・幼稚園→小学校→中学校→高校と同じメンバーで過ごしているので、新しい人脈や新しい世界に触れる機会が少ない。そのため

新たな人間関係でつまずくことがある。 

・素直、真面目、子どもらしい、平和、人懐っこい、純粋、かわいい。もっと前に出たり、チャレンジしたりできそう。冒険しな

い。 

・地域と学校間の畑を媒体にした関わりが、コロナによってなくなった。 

・企業はスポーツをやっていた人材がほしい。学校には運動部がない。 

・素直、優しい、内弁慶、あきらめない。特筆すべきは、「素直さ」で他者に対する不信感を持つ生徒の心を溶かすことができ

る。 

【テーマ２：教育活動に必要な人的・物的資源の発掘】 

・中学校の総合的な学習の時間「阿寒町の町おこし」をもっと発信していくと良いのでは。 

・こんなことで支援が必要という場合に、ここに聞けばわかるというような窓口（情報を集めている場所）があるとよい。 

・地域おこし協力隊（Fuu）との連携。 

・子どもたちが学びたいことは、町内の様々な施設や企業で体験できるし、現在も活用している。 

・阿寒の外に出た時に強い子を育てるために、運動の人材や運動施設（トレセン）が活用できる。 

委員報酬に関する提出物（【口座振替申出書】または【委員報酬の事態について】）を、まだ提出されていない委員の方は、必要

事項を記載しどちらかをご提出ください。不明な点は阿寒中 教頭（66-3351）までお願いいたします。 

※今期の委嘱に係わって必要なものですので、全員提出が必要となります。 

※教育委員会へ提出する必要がございますので、締切りを 7/31（金）までとさせていただきます。 

【提出方法】 

・阿寒小学校・中学校にお子様が在籍している場合  

⇒ お子様をとおして各学校へ提出してください。 

・阿寒小学校・中学校にお子様が在籍していない場合 

 ⇒ 阿寒中学校へ持参等していただくか、阿寒中学校 教頭（66-3351）までご連絡ください。 

 


